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【研究プロジェクト名および概要】 
 
単一細胞レベルの生体イメージングによる神経回路形成機構の解明 

 
我々は新しい生体内単一細胞標識技術と二光子顕微鏡生体イメージング技術の開発を通し、生きた動物

における神経回路形成ダイナミクスの分子細胞メカニズムを解明してきました (J Neurosci 2007; Eur J 
Neurosci 2010; Neuron 2014; Sci Rep 2016; Cell Rep 2018; J Vis Exp 2018; Neurosci Res 2021; J Neurosci 2021; 
Front Neurosci 2022)。2018 年 4 月に研究室が発足してから、研究員・大学院生が参加し、論文を複数発表

するなど、順調に成長しています。また、学内外の幅広い分野の基礎・臨床の先生と密に研究を進めてい

ます (Blood Adv 2019; Plant Biotech 2020; Development 2022; Commun Biol 2022)。最先端の顕微鏡イメー

ジング技術に興味のある方はお気軽にご連絡ください。具体的な研究内容は以下の通りです。 
 

Ⅰ. 発達期における大脳皮質神経回路形成ダイナミクスの分子細胞メカニズムの解明 
発達期動物の大脳皮質内で起こる神経回路形成過程を単一細胞レベルで観察することで、我々の認知

などの高次脳機能がどのような分子細胞メカニズムで作られるかを解析しています。 
Ⅱ. 生体イメ―ジングによる脳病態を引き起こす分子細胞メカニズムの解明 

独自の生体遺伝子導入法を用い脳病態モデル動物を作成しています。モデル動物の生体イメージング

による病態形成の過程・メカニズムの解明を目指し、研究を進めています。 
Ⅲ. 最先端レベルの生体二光子顕微鏡イメージング法の開発 

世界最先端レベルの二光子顕微鏡イメージングシステムおよびイメージング技術の光学的開発をする

ため、国内外の研究者や企業と活発に共同研究を推進しています。 
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特任准教授 水野 秀信  hmizuno@kumamoto-u.ac.jp 研究の統括、Ⅰ-Ⅲ 
リサーチサポートアソシエイト 小板橋 涼子 Ⅰ-Ⅱ 
リサーチスペシャリスト 森 浩美 Ⅰ-Ⅱ 
大学院学生（博士課程） Elvira Abzhanova (D1) Ⅱ 
大学院学生（修士課程） 江頭 貴光 (M2) Ⅰ 
   
   

【連絡先】 電話: 096-373-6876  Fax: 096-373-6834 
 
【ホームページ】 https://mizunolab.com/ 

http://ircms.kumamoto-u.ac.jp/research/hidenobu_mizuno/ 
 
【特殊技術・特殊装置】  
1. 二光子顕微鏡生体イメージング 
2. 二光子顕微鏡生体カルシウムイメージング 
3. 生体遺伝子導入法（子宮内電気穿孔法）  
4. 生体内単一細胞蛍光標識技術 
5. 新生仔動物の麻酔維持技術 
6. 頭蓋内観察用窓の作成技術 
7. 二光子イメージングシステムの構築 
8. 多次元イメージングデータのコンピュータ解析 
他、基礎的な分子生物学的手法・組織学的手法・共焦点顕微鏡撮影などの技術を組み合わせ研究しています。 
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